




北陸新幹線の整備により、東
海道新幹線の代替補完機能を確保し、国
土強靭化や東京一極集中解消に貢献する
とともに、山陰新幹線の整備にも繋がる
と期待する。さらに、関西国際空港まで延伸することで、学研都市がより世界
と繋がり、技術力や文化が幅広い地域へと行き渡るなど、府域の均衡ある発展
と府民福祉の向上に寄与すると考えるが、北陸新幹線など高速鉄道ネットワー
クの早期整備に向けた京都府の取組方策はどうか。また、北陸新幹線の整備
効果を高めるためには、在来線の交通ネットワーク整備に取り組む必要がある
と考えるが、現状と今後の取組方針はどうか。

これらの高速鉄道ネットワークの整備は、国土の均衡ある発展と強靱化のために
必要な国家プロジェクトであり、京都府としては、地域の声を国に伝えながら、そ
の整備が適切に進むように取り組んでいく。
次に、北陸新幹線については、その整備効果を京都府域に広く波及させることが
重要な課題であると認識しており、現在、在来線の複線化や高速化による鉄道
ネットワークの充実・強化と、ソフト面での利便性向上に取り組んでいるところ。
具体的には、JR奈良線で、令和5年春の開業を目指し、第2期複線化事業を推進す
るとともに、JR片町線などJR線の複線化や速達性の向上を、国に求めているとこ
ろ。
また、ソフト面では、北部地域の観光振興のため、JR小浜線と京都丹後鉄道につ
いて、イベント列車の運行を始めたところであり、敦賀駅開業後の本格運行を目
指し、「海の京都」などの観光施策と連携して整備効果の波及を図りたいと考えて
いる。
京都府としても、引き続き、これらの高速鉄道ネットワークと一体となった在来
線ネットワークの充実・強化について、
沿線市町村と連携して取り組むととも
に、JR線整備に対する支援制度の創設
など国の支援を要望していく。


